
 
 

 
平成 23 年 3 月 18 日 

 
鹿島工場の状況および関連製品への影響について 

 
 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震により被害を受けた当社鹿島工場

（茨城県神栖市）の状況および関連製品への影響につきまして、現時点における状況をお

知らせいたします。 
 
 過酸化水素およびポリカーボネートを製造している鹿島工場は、調査の結果、設備およ

び建物に関しては大きな不具合は確認されませんでした。しかし、鹿島コンビナートにお

ける原材料・ユーティリティー供給に関する復旧の見通しが立たないことなどから、再稼

働には相当の時間を要する見込みです。 
 
 過酸化水素は、物流面において船出荷に使用するバースが損傷していることなどから、

可能な範囲内での出荷といたします。 
一方、当社では、主として鹿島工場で製造している過酸化水素を原料として、鹿島工場

以外の製造拠点で超純過酸化水素を製造しておりますが、上記の状況を踏まえ、超純過酸

化水素の出荷制限を開始することといたしました。 
 
 ポリカーボネート＊は、再稼働の見通しが不確定な中、在庫状況等についての確認作業を

継続中です。 
 
 現段階では、暫くの間、鹿島工場関連の各製品の供給に支障が出ることは避けられない

見通しです。復旧に向けて全力を尽くす所存でございますので、状況が明らかになり次第、

速やかにご報告申し上げます。 
 
＊ポリカーボネートの出荷対応については、当社関連会社である販売会社の三菱エンジニアリングプラスチックス（東

京都港区）のホームページ（http://www.m-ep.co.jp/）も合わせてご参照ください。 
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